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「～ どころか(ど ころで はない)」 等 の

意 味 用 法 に つ い て

服 部 匡

1

本稿 で は,「Pど こ ろかQ」 および 「Pど こ ろで は ない」 を扱 う。 「Pど こ ろか

Q」1)は 厂Pで あ る」 と断定す ることの妥当性の打ち消 し2)を踏 まえてそれに代わ る実

情 としてQを 提示す るものであ り,Qの 提示を行 わずに打 ち消 して言い切 るのが 「P

どころで はない」であ る。ただ し単 にPと 断定す ることの妥 当性 を打 ち消 してQを 提

示す ると述べたので は 「どころか(ど ころかで はない)」 の一面 を捉 えた ことに しか

な らない。以下,「 どころか(ど ころで はない)」 の意味機 能,使 用条件 を探 ることに

す る。類 義の二三 の表現 にも言及する。

なお,「 どころか」 と 「どころではない」 は基本的な特徴 を共有す る ものの,「 どこ

ろではない」 には,「 どころか」 には見 られ ない用法 の偏 りが存在 す る。 この点は5

で述べ る。両者 に共通 の性質に言及す る場合 には原則 として 「どころか」 を例 とす る。

「どころか(ど ころで はない)」 に関す る過去 の研究 は少 ない3)。筆者 の知 り得 た

限 りで は,用 法 を整理 して三つの類型が あるとした初(1980)が 最 もまとまった もの

であるが,そ こには 「どころか」の現れ に共通す る本質的な意 味特性 を明 らかにす る

とい う視 点が欠 けてお り,逆 に唯一の記述で三種類 の用例 を説 明 しようとす るのは

誤 った方向である との考 えを示唆する語句 さえ見 られ る。初氏 の分析 の概要 とその問

題点は2.3で 詳 しく述べ る。

なお 日付のみを記 した用例は朝 日新 聞の記事であ る。
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2

2.1

本稿で は,ま ず,筆 者が 「どころか」の意味機 能の最 も基本的な特性で ある と考 え

る ものを大 まかな形で提示 した上で,詳 しい分析 を進 めることとす る。まず具体例 を

一つ観察 しよう
。

(1)彼 女 はピアノが上手ですか?

上 の(1)の 問 に続 く答え としてどの ような発 話が可能で あろうか。(2),(4)は 可

能だが(3)は 何か不 自然に感 じられ る。一見する と,こ れ は奇妙な ことのよ うに思わ

れるか もしれない。なぜ なら,上 手さに関 して,「 プロ顔負 けだ 〉上手だ 〉下手 だ〉

とて も聞 いてい られ ない ぐらいだ」 とい う序 列付 けがな され る と仮 に考 え るならば

(そうした見方 の当否 はともか く),両 端の表現が 「上手 どころか」 に続 きうるのに,

よ り 「上手」 に近い 「下手」が続 くと不 自然 にな るか らである。

(2)上 手 どころか,プ ロ顔負 けだ。

(3)?上 手 どころか,下 手だ。

(4)上 手 どころか,と て も聞いてい られない(ほ ど下手だ)。

素朴 な言 い方 をすれ ば,「上手 どころか」 に続 く表現 として,「下手だ」は 「あた り

まえす ぎる」 ように感 じられ る。つ ま り,「下手 だ」 とい うのは 「上手だ」 を打 ち消

した時最 も容易 に想定 され る事柄 だか らであ る4)。「上手 ど ころか」 は,「 上手か否

か」 とい う問題意識 を背景 として成立ナ るが,こ れは最 も普通 には 「上手か下手かJ

とい うこ ととみ なされ る。一般的に言 って 「Pど ころかQ」 でQは,Pの 否定 として

当然のよ うに想定 され る事柄であってはならない。

次の例 も同 じ様 に説明 され る。良い成績 を期待す るような状況で 「優 を取 った」を

否定 した時最 も普通 には 「良か可を取 った」が想定される5)。

(5)一(期 待 シタ通 リ)成 績 は優だ ったか?

一優 どころか{秀 だ った/?良 だ った/(?)可 だ った/不 合格 だった}

Pの 否定 として普通 に想定される事柄 をPと い う記号で表す ことと しよう。例 えば

前の例で はr上 手」がPな ら,「下手だ」がPで ある。「どころか」が使用され るのは,

「P:P」 とい う対か ら外れた位 置にQが ある場合であ るが,こ れ に綜二種類の場合
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が ある。第一 は,Pか らみ ると,Pよ りもなお遠い位置にQが ある場合で ある。(2)

は この例 に当たる。 これ を記号 を用 いてQ>P:Pと 表そ う。第二は,Pか ら見た時

Pよ りもなお離 れた位置 にQが ある場合で ある。(4)は この例 である。 これ をP:P

<Qと 表す こ とに しよ う。いずれ に して も,「PかPか 」 とい う対 を心理的 に背景 に

した時意外 と感 じられ るよ うな位置にQが あることが 「どころか」のすべ ての現れ に

共通す る本質的な特性 である。

な お,〉,<と い う記号 を用い るが,こ れは数学的 な意味での大小 関係 を意味す る

もので はない。「上手」 と 「下手」 とは,「上手 さ」 に着 目すれば前者が高程度で あ り,

「下 手さ」 に着 目すれば後者が高程度 であ る。「一銭 も金が ない」 は,金 があ る度合

に関 して なら最低程度,金 がない度合 に関 してな ら最高程度 と考 えられる。〉,<と

い う記号 は,序 列付 け可能な ことを表すのであ って,ど ちらが大(高 程度)か とい う

観点 を含 んで はい ない点 に注意 されたい(以 下高程度,低 程度 という語を用いる場合

は説 明の便宜上片方の視点 を仮 に取 るのに過 ぎない)。

次 の例 が不 自然 な理 由は もはや明 らかで あろ う。 「出席」 を否 定 したな ら 「欠席」

が,「男」 を打 ち消 した なら 「女」がまさに想定され るか らである6)。

(6)一 彼 女は出席ですか?

?出 席 どころか欠席だ。

(7)一 あれは男です か?

?男 どころか女 だ。

次 の(8)を 考 えよ う。 ここで,「楽器 に触った ことす らない」 とい うことが 「上手

下手以前」 で,「 上手」 か らの隔た りが 「下手」 よりももっと大 きい とみ なされ るな

らば,(8)は 可能であ る。 この場合 には 「上手一下手一楽器 に触 った ことす らない」

とい う序列付 けが なされ ていると考 えられ る。一方,「 楽器 に触 った ことすらない」

な らば,そ もそも上手か下手か という問 自体が成立せず 「問題外」であ るとい う見方

をす るな らば,(9)の ようにも言 える。

(8)上 手 どころか,楽 器に触 った ことす らない。

(9)上 手 も何 も,楽 器 に触 った ことす らない。

もっとも,「Pも 何 もQ」 と言え る場合 に常 に 「Pど ころかQ」 と言 えるわ けでは

ない。(10)は,「 ～ も何 も」は用 いうるが 「～どころか」 は不 自然になる例であ る。
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ここで は,「存在 しない」 とい うことは,「5歳 一 若い一年寄 り一100歳 」 といった序

列上 に配置 されないか らである。

(10)一 フランスの王様 は若 い人ですか?

一{若 い も何 も ・?若い どころか}フ ランスに は王な どいない
。

なお,以 上の例 では,説 明上,問 に答える文 の形で 「どころか」の文 を提示 したが,

実際 には必ず しも問に答 える形でな くて もPと い う事柄が先行文脈 で発話 され るなど

して注 目されていれ ば 「どころか」が用 い られ る。

Pと は何か につ いて付 言する。「どころか」 に先行す る部分が 「美 しい」の ような

形容詞述語や動詞述語で あるなら,そ の述語 そのもの,ま たはそれを中心 とす る述語

句がPと 考 え られ る(た だ し,ナ 形容詞で は 「上手な どころか/上 手 どころか」の二

形あ り)。一方,「 どころか」 に先行す る部分が名詞(句)や 副詞 その他の場合 には,

ダを付加 した述語句が想定 される。 これがその ままPと して考 え られ る場合(11)も あ

るが,む しろ,文 脈 か らPを 復元すべ き場合 もあ る((12)以 下)7)。後者 の場合 に も,

「どころか」 に先行す る部分 として言語化され る部分が,序 列化の キー となるのは言

うまで もない。

以下,補 う部分 を[]で 示 し,PとQに 当たる部分 を下線で示す ことにする。

(11)社 長[ダ]ど ころか平社員だ。

(12)[略]今 は取 り残 されて半身[付 随 ダ]ど ころか全身付 随 とい う格好で はあ

るが,と も角 こち らの手 中にはある。(国研)

(13)ゆ っくり[投 ゲル]ど ころか 目に も止 ま らぬ速 さで投 げた。

(14)海 外投資 の収入[ガ 入ル]ど ころか,海 外か らの借 金の利子 を支払 う義務を

負 ったみ じめな国 になって しまったのです。(国研)

(15)そ こで,一 同鴨 を見 に裏庭 に出か けるが,鴨[ガ イル]ど ころか,雀 一匹い

ない。(国 研)

要するに,「 どころか」 は,意 味的 には述語句相当 の事柄同志 を接続す る働 きをす

る と言 えよう8)。

2.2

更 に他 の例か ら,序 列 とい うこ とを考え る。まず数量 を含む場合を考 えよ う。(16)

で は,「Q(15杯 飲 む)>P(10杯 飲 む):P(10杯 飲 まない)」 の 関係が,(17)で は 「P
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(10杯飲む):P(10杯 飲 まない)〈Q(3杯 も飲 まない)」 の関係 が成 り立つ。「10杯飲

まない」 よ り 「三杯 も飲 まない」の方が飲 まない度合 に関 して高度 とみなされ るか ら

であ る9)。

(16)(彼 は10杯 は飲 む と言 っていたが)

10杯[飲 む]ど ころか15杯 も飲んだ。(Q>P:P)

(17)(彼 は10杯 は飲む と言 っていたが)

10杯[飲 む]ど ころか3杯 も飲まなか った。(P:P<Q)

次 の五例 は,P:P<Qの 序列関係 が成 り立つ場合で ある。例 えぼ(18)で は,「処

罰 され る:処 罰 されないく(処罰 され ない に留ま らず)重用 され る」 とい う序列関係が

成 り立つ。(19)で は,「 買い物がで きる:買 い物がで きないく食事 もままな らない」

とい う序列 関係が成 り立つ。

(18)11ヵ 月に及ぶ取 り調べは,万 次郎 の英語,航 海 ・造船術,米 国知識の正確 さ,

深 さ をきわ だたせ,処 罰 どころか,土 佐藩,幕 府 に重用 される こ とにな る。

(91.1.22)

(19)た だ,船 員た ちの悩み は日本 の物価高。 「みん な買 い物 どころか,食 事 もま

まな らない。(91.10.30)

(20)翳(か げ)り ない明るさは,こ の建築が,フ ェイクであ るのを,隠 す どころ

か誇 りにしている心情 の正直な告 白その ものだ。(91.1.14)

(21)時 短 どころか深夜帰 る人々(91.11.19)

次 の五例 は,Q>P:Pの 序 列関係 が成 り立つ場合であ る。例 えば(22)で は,「総

裁 になる〉閣僚 にな る:閣 僚 にならない」の序列 関係が成 り立つ。(23)で は,「(解 決

してい ないに留 まらず)悪 化 してい る〉解決 していない:解 決 した」の序 列関係が成

り立つ。

(22)リ クルー ト議員が閣僚 どころか総裁 にな ったんだか ら,リ クルー ト議員 への

しば りは解除 された んだな。(91.9.30)

(23)「100万 人が飢 えで死 んだ と言われた80年 代半ば ほど今 は騒がれ てないが,

スー ダンな ども含め た 『アフ リカの角』の飢餓の状 況は決 して解決 していない

どころか,確 実 に悪化 している。(91.11.5)

(24)産 業界 やエコノ ミス トな どか ら 「景気 は減速 どころか,下 降局面 に入 ってい



48「 ～ どころか(ど ころではない)」等 の意味用法 について

る」 との声が強 い ことを意識 した とみ られ,[略](91.11.22)

(25)暴 力 団の全資産 を考 えれば,「氷 山の一角」 どころか 「一片」が明 るみ に出

たにすぎない。(91.11.22)

より,状 況や文脈 に依存 した例 として次 のような ものがある。

(26)太 郎 どころか次郎が来た。

上記(26)の ように言え る状況の一例 として,「(好 意を持 っている)太 郎[ガ 来ル]

どころか(最 も嫌いな)次 郎が来た」 とい うよ うに,「太郎」 と 「次郎」が好悪 とい

う基準 で序 列付 け られて お り,「太郎で はない に して も次郎で はあるまい(な くあ っ

てほ しい)」 とい った意識がある状況,あ るいは,太 郎 は通常 出て来ない大物 であ り,

次郎 はよ り一層出て来そ うにない大物であ るとい った状況があげ られる。

2.3

前述 した初氏の説は次 の三つの類型を認 める ものであ る。

←)話し手が,共 存 しえない,相 反す る前件 と後件 について,前 件を否定 し,後 件 を

強調す る,口 話 し手が程度 の異な る前件 と後件 について,前 件に対す る限定(潜 在の

バ カリ或 は ダケ)を 否定 し,よ り高度 の後件 を強調す る,(∋ 話 し手が 「～どころか～

ない」 の形で高程度 の前件 を否定 し,極 端低程度の後件(否 定表現)を 強調す る。

この説 の問題点 を述べ る。第一に,初 氏 の三類型の分類 自体 が混乱 してい る。初氏

は(27)は 類型日(従 って後件 は否定形式)で あ るとす るのであるが,後 件が肯定形式

である(28)も,「(勤 勉 さの度合に関 して)高 程度の前件を否定 し,極 端低程度の後件

を強調す る」点で は同 じであ る。(29)と(30)は 氏の←)と(=)のいずれの類型 にな るのか

筆者 には分か らないが,い ずれに して も,後 件の形式 が否定か肯定か とい うことと,

後 件か前件 に対 して 「極端 低程度」で あ る とい うこ ととは直接 関係が ない。(27)一

(30)は いずれ もP:P(部 屋を掃除 しない)<Qの 類型 に当た る。つ ま り怠 け者 の度

合 に関 してPよ りQが 高度である。

(27)山 田さんは部屋 を掃除す るどころか,顔 も洗わ ない くらいの怠け者だ。

(28)山 田さんは部屋 を掃 除す るどころか,爪 さえ人 に切 って もらうくらいの怠 け

者だ。

(29)山 田さんは部屋 を掃 除す るどころか,半 年 もゴ ミを放 ってお くくらいの怠 け

者 だ。
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(30)山 田さん は部屋を掃 除す るどころか,半 年 もゴ ミを出さない くらいの怠け者

だ。

第二 に,初 氏が前後件 は 「共存 しえない,相 反す ることが ら」で あるとす る類型←)

とて実は序列性 と無縁で はない。 この種 の説明が不備 なこ とは,「前件 が後件 と反対

になる,共 存 しえない事柄」である(6),(7)を 考えれば明 らかである。独身 とい う

ことと既婚 とい うこ とは共存 しえず相反す るが 「彼 は独身 どころか結婚 してい る」は

おか しい。(31)の よ うに言 えるのは,「独 身で ある:結 婚 してい るく(結 婚 してい る

に留ま らず)結 婚 して子供が3人 ある」 とい う序列関係が成 り立つか らに他 ならない。

結局初氏の3類 型への分類 は必要がな く,す べ てP:P<QとQ>P:Pの いずれか

の場合 に当 てはまるといえる。

(31)彼 は独身 どころか,結 婚 して子供が三人あ ります。(初 氏の例)

第三 には,張(1993)も 指摘す るように,初 氏 の三類型 のいずれ にも収 ま らぬ例が

あることで ある。初氏 は類型仁)は 「前件その ものは後件 と同類 の,共 存 しうる,程 度

の低 い ことが ら」であ り,「 ドコロカを 『ぼか りで ない』で置 き換 えられ る」 と特徴

づ ける。

(32)90点 どころか100点 を取 った。

ところが,上 の例で前件 「90点[を 取 る]」 は 「100点を取る」 と同類で(良 い点を

取 る度合 に関 して)よ り程度の低い事柄で あるが 「共存 しうること」 とい う類型に)の

特徴が当 てはまらず 「ぼか りで ない」への置 き換 え もで きない。 また後件 と 「反対 に

な る」 こ とで もないか ら類型←)にも当た らない。

第四 に,「後件 を強調する」 とい った説明は,「強調」 とい う概念が曖昧にす ぎるた

め十分 な説明力 を持つ とは言えない。

2.4

結局,「Pど ころかQ」 は,「Pで ある」 と断定する ことの妥当性を打 ち消 した うえ

で,「PかP」 か とい う対か ら外れた位置 にあ るQを 導 くもので ある とい える。 ここ

でPか らPに 向か う方 向を正 としてPよ りQが 高度な事柄 とみなされ るか,ま たは,

Pか らPに 向か う方 向を正 としてPよ りQが 高度の事柄 とみなされるかのいずれかで

なければな らない。「Pど ころではない」 はこうしたQを 暗示す る。
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3

あ る種 の反義対 と 「どころか」 との関係 について特 に考える。

3.1

「強い一弱 い,大 きい一小 さい,難 しい一易 しい,上 手だ一下手だ,お い しい一 ま

ずい」 とい った程度性 を有す る表現 の対 を考 えよう。各対 を 「A-B」 と表す。

こうした対で は,「Aど ころかB」 とい う言い方は,普 通 の状況では不 自然である。

例 えば,お い しい くない度合が大 きい こととまずい度 合が大 きい事 は同 じであ るか ら

「おい しい」 を打 ち消 したなら,ま ず 「まずい」 と想 定されるた めであ る。

Aよ りも高度の表現Cを 用いて 「Aど ころかC」 とい うこと,Bよ りも低度 の表現

C'を 用 いて 「Aど ころかC'」 ということはで きる。(2),(4)の 例が これ らに当た

る。

次 の例 は,一 見,以 上の説明の反例であ るよ うに思 われるか もしれ ない。

(33)一 その シャツ,大 きいですか?

一大 きい どころか小 さい くらいだ
。

しか しなが ら,(33)の 「大 きい」は実際 には本人 の体格 を基準 と して 「大 きす ぎ

る」 ことを表 し,こ こでは 「大 きい」の打 ち消 しか ら第一 に想定され るのは 「丁度い

い」であ り,「大 きい」 か らの距離の より離 れた 「小 さい(小 さす ぎる)」 は後件 とし

て適切 なのであ る。一般 に,P(上 の 「大 きい」)とP'(上 の 厂小 さい」)が 程 度性

を有す る対概 念で あって も,Pで あるか,基 準 となる程度(上 の 「丁度 いい」 とか

「普通」 とか)か の対立 が問題 とされ ている場 面では 「Pど ころかP'」 と言え る。

こうした場合 は3.2の タイプに準 じた見方が なされ ることになる。次 のような例 も同

様 に考 え られ る。

(34)一 この筍,ま だ早いですか?

` 一早い どころか遅い くらいだ
。

3.2

「寒 い一 暑 い」,「悲 しい一 うれ しい」,「損 す る一得 す る」,「余 る一不 足す る」 と

いった対 を考 えよ う。 ここで は,「寒 くない」度合が大 きい こ とと 「暑 い」度合が小

さいことは同 じではない。基準 となる 「普通の温度,丁 度 良い温度」の領域 よ りも低
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温 なのが 「寒 い」,逆 に高温なのが 「暑 い」で ある。「寒い」を打 ち消 した時普通に想

定 されるの は 「丁度 良い」,あ るいは 「暖かい」 であって 「暑 い」 ではない。だか ら

(35)の よ うに言 える(P:P<Q)。

(35)一 メキシコは暑か ったですか?

一暑 いどころか寒か ったですよ。

なお 「暑い」 は 「涼 しい」 と 「寒い」 は 「暖かい」 と,直 接 には対 をなす と考え る

こともで き,そ の場合 には3.1の タイ プに当たる。

4

次に,「 どころか」 と類意 の表現をい くつか検討す る。

「(体言)は お ろか ～」 とい う言 い方 は殆 どの場 合,「 ～ どころか～」に置 き換え ら

れ る。「Aは おろかB」 では,Bの 部分は典型的 に 「xも(だ って,さ え,す ら,ま

で)Y」 の ような形1°)をとり,Yは 否定形式か,形 式的に否定 でな くと も何事か の不

実現を表す述語である場合(39)が 多い。その場合,Yを 成立せ しめ る可能性がAよ り

も低い とみなされるxに ついてな おYが 成立す るこ とを表す。例 えば,(36)は,「 パ

ソコン」が 「使 えない」だ けで な く,(使 えない対象 としてよ り考えにに くい)「 ワー

プロ」す ら 「使えない」 ことを表す。 この文の 「はおろか」 を 「どころか」で置 き換

えれば,Pは 「パ ソコン[を 使 える]」,Qは 「ワープロ も使 えない」であ り,P:P

(パソコンを使えない)〈Qと なる。以下の例 も同様 に考 え られ る。

(36)僕 はパ ソコンはおろか,ワ ープロも使 えません。(88.6.26)

(37)「 たかがお もち ゃ」 とも言 えない危険な ものは販売 はおろか,製 作 もしない

で ほ しい と強 く思います。(88.2.6)

(38)無 差別の爆破 な どがひんぱんに,ち 密 に行 われては,外 出 はおろか,自 宅 に

も安心 してお られない。(88.3.26)

(39)韓 国はこれ まで,五 輪参加締 め切 りの17日 以後 も,北 朝鮮 の五輪参加を促 し

て ゆ く姿勢だ ったが,今 回の 「制裁」要求で,北 朝鮮が求 める 「南北共催」協

議 は おろか,南 北対 話 そ の もの も当面,壁 に突 き当 たった とい えそ うだ。

(ss.1.17>

もっ とも,上 の タイプとは異 なる次 のような例 もある。 「どころか」で 置 き換 える
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とQ(将 来の配偶者 まで取 り込む)>P(核 家族全 員を取 り込 む):Pと なる。

(40)核 家族全員 はお ろか,自 分たち姉弟の将来 の配偶者 までバ ッチ リ取 り込 み,

しか もハー ドとソフ トの役 割分担(89.7.7)

(41)畳 に手 をつ き 『三顧 はお ろか四顧,五 顧 の礼でお迎 え した い。 どうか わが校

を救 って ください』 と。(88.7.30)

ここで も,「核家族全員(A)を 取 り込む(Y)」 よ り 「将来 の配偶者(x)を 取 り込 む

(Y)」 が よ り成立 しに くい事柄 とみな され る。つ ま り二つ の タイ プのいず れで も,

厂Aお ろかxY」 の形で,xはAよ り屯Yを 成 り立た しめ難 い事柄で あるとい う点は

同 じであ る。 よ り正確 にいえぼ,「xに つ いてYが 成 り立つ よ うな状 況な ら,Aに つ

い て もYが 成 り立つ」 とい う含意関係が背後 に想定 される11)。「赤字 ど ころか 黒字 を

出 した」 とは言 えて も 「赤字 はおろか黒字 を出 した」 とは普通 言えないのは,「 黒字

を出す状 況な ら,当 然赤字 を出す」 とい う関係が成 り立たないか らで ある。

次 に 「ぼか りか(ば か りで はない)」 という言い方を考えよ う。 「どころか」のQ>

P:Pの タイ プでは,「 ぼか りか」に置 き換 えられ ることがある。

「Aば か りかB」(Aば か りで はない。B)は,「Aの みが成立 す る」場 合 に対 し

「AとBと が共に成立す る」場合がよ り高度 の事柄である とみ なされ る時用い られ,

Aだ けでな くBも 成立で あることを表す。従 って,(42)の よ うにP「 英語[を 知 って

い る]」 とQ「 フラ ンス語 もドイツ語 も知 ってい る」が共 に成立で ある とみなされる

場合 に は 「ばか りか」 で置 き換 えられ るが,(43)の ようにP「 優[を とる]」 とQ

「秀を とる」 が同時成立でない場合 には,た とえQ>Pで あって も,置 き換え られな

い12>。

(42)田 中さんは英語 どころか,フ ラ ンス語 も ドイ ッ語 も知 ってい る。

(43)優 どころか,秀 をとった。

また,逆 に,「ばか りか」の文 において,AとBが 同時成立であ り,Aの み の成立

よ りAとBの 成立 の方が 高度 であ って も,AとBの 問 に序列上 の関係 がない ならぼ

「どころか」 で置 き換 えられない。

(44)停 電 したばか りか,ガ ス も止 まった。

最後 に,同 じくPと 述べ ることの妥当性 を打ち消す 「Pな ど とい うものではない。

(Q。)」 とい う言 い方 は,Q>P:Pの 場合の 「どころか」 に近い用法を(他 の用法
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と共 に)持 つ。

(45)上 手 などとい うもので はない。 プロ顔負 けだ。

5

「Pど ころで はない」には 「Pど ころか」 にはない用例 の偏 りが見 られ る。例えぼ,

「旅行 どころでは ない」 は普通,「 旅行に行 くような余裕 はない し,単 に旅行 に行 け

ない程度 とい うよ りも,も っと余裕 のない状態 にある」場面で用 いられ る。 この よう

に,「余裕(余 地)の あ る度合」 に関 して 「P(例:旅 行 に行 ける):P(例:旅 行 に

行 けない)〈Q(例:家 か らも出 られ ない)」 の序列付 けがで きるよ うなQを 暗示する

用例 が極 めて多 い。

(46)駐 車場 まで つ くっていて は,店 は とて も得 をす るどころでは ないだろ う。

(88.12.11)

(47)同 社 は 「2日 間は戦争を報 じるテ レビに くぎづけにな って,買 い物 どころで

はない方 が多か った」 とみている。(91.1.28)

(48)昨 年,全 国の高校長が集 ま った席で,九 州 の代 表 が,受 験 補習 に追 われ,

「ゆ とり」 どころで はない現状 を訴 えていた。(89.2.11)

(49)い までは,学 識経験者に よる研究会が細々 と活動 しているだけ。竹下内閣 も,

いまはそれ どころで はないのか もしれないが,民 主主義の基本 にかかわ る問題

だ けに,地 味 な ことだか らとい ってほって置 くべ きではない。(88.1.24)

もっとも,上 の類型 とは異 なる次のよ うな例 も見 られ る。

(50)「 もし星々の きらめきに音を与へたなら,ベ ー トー ヴェンの大交響楽 どころ

ではない。(Q>P:P)(88.1.13)

(51)確 かに都銀 は 「痛 めつ けられた」 どころで はない。9月 中間決算 は過去最高

益 にな った。(P:P<Q)(88.12.2)

6

他 に,出 現頻度 は低 いが,「 どころの騒 ぎで はない」 とい う形の例が見 られ る。な

ぜ ここに 「騒 ぎ」 とい う語が用い られ るのか興味深いが,共 時時的観点か らその用法

を記述 しよ うとす る時,「 どごろではない」 との相違 を明確 な条件 として示すの は難
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しい。ただ,お よその傾向 として,次 のようには言える。「Pど ころの騒 ぎではない」

は 「Qだ 」 を暗示 す るが,こ こでQは,い わ ば,「Pど ころで はない騒 ぎ」 であ り

「騒ぎ」 とい う語 にふ さわ しいよ うな,多 面的かつ派手に動 く感 じを伴 った事柄で あ

る場合が 多い。

(52)賃 金 の不利益 回復 を求めて都労委 に初めて救済申 し立 てを した のは49年 。 と

ころが,50年4月 に組合の幹部 ら13人 が解雇 され,賃 金 の不平等 どころの騒 ぎ

でな くなって しまった。(88.4.12)

(53)新 宿 区の四谷舟 町は昔,舟 板用 の木材 を産出 したので この名が あるのだそ う

だ。無論 いまは都心の住宅密集地。広い外苑東通 りが町を斜 めに分断 して,舟

板 どころの騒 ぎで はない。(89.1.14)

(54)壁 紙 を新 しくして礼 を言われるか と思 った ら,全 く当然 のような顔で ジュウ

タンや畳,ふ す まの張 り替えまで要求 して くる。敷金が戻 って くるどころの騒

ぎじゃない。さ らに20万 円 くらいかか ると言 う。(89.2.5)

(55)「 若 い ころは歌 どころの騒 ぎではなか った。幸せな時代 になった今,世 界平

和 が 続 くよ う法王 の前 で思 いっ き り歌 いた い」 と,期 待 は募 るばか りだ。

(90.11.29)

さ らに他 に,「 どころの話で はない」 の形 の例 がある。 これ も傾 向を記述す るにと

どま るが,「Pど ころの話 ではない」で は,Pは 肯定 的な評価 を受 ける事 柄であ る場

合が多い ようで ある。

(56)い くつ かの町村で は,全 員が失業 を余儀 な くされ る。創 生 どころの話で はな

い。首相 の創生論が どんな内容 になるのか,一 面期待 しなが ら,注 目 してい ま

す よ。(88.1.17)

(57)い くら経 費がかか る といって も,こ れ では薬九層倍 どころの話 ではない。

[略]円 高 と二重 のおい しい ところを 日本 の商売人がガ ッポガ ッポ と懐 に入れ

ているよ うす が 目に浮かぶ。(88.2.26)

(58)人 を公正 に選抜す るのは,そ れほどむずか しい。だが,試 験 その ものがゆが

め られていては,公 正 どころの話で はない。(88.3.3)

(59)支 局の入居 す るビルにある ソ連総領事 館の広報部 が,店 じまいす る ことに

な った。本 国の激変で外務省の予算がバ ッサ リ削 られ,広 報 どころの話で はな
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くな ったためだ。(91.12.18)

他に,ま れではあるが,肯 否定の形を並べて 「～どころの話……」 とす る例が見 ら

れた。

(60)博 士の未来図が現実の ものになれば,ア メリカの穀物 輸入量 をふやすふやさ

ない どころの話で はない。(81.10.16)

7

本稿で は 「どころか(ど ころではない)」 の意 味用法 を論 じた。 この表 現の用法は

「Pか 否か」 とい う対が話者の心理に存在す るこ と,お よび,一 種の序列 関係が背景

に存在 す ることを仮定 して初めて十全に説明す る ことがで きる。また この表現 は,反

義対13)の構造 に関 して も示 唆を与 える。序列 とは何か とい うことな ど,な お明らか に

すべ きことは多いが否定 の意味論 において従来注 目され なか った側面を多少 な りとも

指摘 しえた と考える。
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注

1)下 記 の例 のよ うに,「 どころか」 はかつ て は一種の反語(あ るいは単 なる発 問

もか)と して用い られた らしいが,今 日では独 立 した文 を終止す ることはな く,

一種 の接続表現 としてのみ用 いられ る。

これはいかな ごと,そ の年 になって,辧 慶 の人形 どころか。(「二人袴」 日本

古典文学大系 狂言集下)

なお今 日の 「どころか」 は上例 のような反語的な 「どころか」 に起源する もの

で ある としても,典 型的な反語表現 とは性質が異なる(「 そんなことがで きるか」

のよ うな 「～か」の形の反語で は 「言 うまで もな く～で はない」 とい う含 みが生

じるが 「どころか」 にはこのような含み はない)。 この点 で,服 部(1992)に お

いて 「どころか」 や 「ばか りか」 を 「一種 の反語」で あ ると したのは不正確 で

あったゆえ訂正す る。
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2)仮 に,「上手 どころではない。 プロ顔負 けだ」 という言い方が行 われ る とす る。

こ こで,論 理的 には 「プロ顔負 け」 とい うことも 「上手」の範囲に含 まれ るはず

で あるか ら,上 手だ とい うことを否定 してプ ロ顔負 けだ と述べる とい うのは矛盾

している と言い うるか もしれ ない。 しか しなが ら,日 常言語での打 ち消 しは必ず

しも論 理的な否定 と同 じではない。「上手だ」 と断定す るの は(弱 過 ぎて)適 切

で はない,と した上で 「プロ顔負 けだ」 と述 べる ことは日常言語 の発想 として別

におか しなことで はない。ここでは打 ち消 しとい う用語を このよ うな広 い意味で

用 いている。

3)国 立 国語研究所(1951)に 「か りにある事物 を挙 げて,大 仰にそれ を否定 し,

他 の事 態の叙述を持 ち出す拠 り所 とす る」 とあ る他,(一 々の引用は避 けるが)

辞書類等 に見 られ る説明はいずれ も筆 者から見 れば満足のい くもので はない。

4)「 上手だ」を打 ち消 した時残 る領域(鈴 木(1962)の い う 「打 ち消 して残 ると

ころ」)は,厂 上手で も下手で もない」,「プロ顔負 けだ」,「とて も聞いていられ な

い ほど下手だ」な ども含み うるが,特 に反義語で ある 「下手だ」 との対が心理的

に前景化 されやすい。

5)も っ とも,「当然秀が取れ る。 まさか優 とい うことはあ るまい」 とい った文脈

で は,「(実 際ニハ)優 どころか良だ った」 と言 える。 この場合 には 「優 を取 るか

否か」 という対が 背後にあ り,「優 を取 る」 の否定 として は,「(予 想 通 り)秀 を

取 る」が想定 され る。このよ うに,「Pど ころかQ」 のP,Qと して どの ような

表現の組が入 りうるかは,状 況に応 じた話者 の意識のあ り方に依存す るのであ っ

て,単 に 「秀 一優一 良一可一不合格」 とい った事柄相互の序列 関係のみか ら決定

され るものではない。

6)次 の ようには言 えるか もしれ ないが,こ の場 合はP(男 ではない)〈Q((単

に男でないだけで な く)正 真正銘 の女だ)と 序列付 けられる。

あれは男 どころか正真正銘の女だ。

7)(14)は,文 脈次第で は 「海外投資 の収入[ガ 入 ラナイ]ど ころか～」 と考える

こともで きる。そ の場合 にはQ(借 金 の義務 を負 う)>P(投 資 の収入が入 らな

い):P(投 資 の収入が入 る)と 考 えられ る。

次 の例 な らば,Pは 「半身が動か ない」 と考 えるのが自然であ ろう(Q>P:

P(「半 身が動か ない」の否定))。 どちらとも決め にくい場合 もあ りうる。

(61)半 身どころか全身が動か ない。

8)指 示詞 を用い て 「それ どころか」の形 にな ることも少 な くない。

(62)「 台所 は女 の城」 との言葉 は,も う通用 しないのか。それ どころか台所

という空 間さえ,不 必要になる時代がや って くるのだろうか。

9)こ う した 「少量性強調」 のモについては,前 田(1991)が 詳 しい。 もっとも,
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P:P<Qの タイプで,数 量 をキーと しての序列化がなされる場合 に常 にモのよ

うな少量性強調の要素が必 要なわ けで はない。

10)次 の例 のように極小値(ブ ラウスー枚)の 表現の場 合 もある。

金 あま り日本だ と聞 くけれ ど,旅 行 はお ろか,新 しいブラウス1枚 買わず,つ

つ ま しく暮 らしている私たちに,30万 円 は大金。(89.3.23)

11)厳 密 にはこの規定は厳 しす ぎるのであ るが,典 型的にはこれが成 り立つ と言っ

てよい。 なお,事 態問の含意関係が 「意外のモ」の使用条件 を規定す ることにつ

い て,定 延(1995:240)が 指摘 してい る。

12)な お 「どころか」のP:P<Qの 類型で は多 くの場合,「 〈Pの 否 定〉ばか り

かQ」 と言え る。例 えぼ,「 外国に行 くどころか隣 の町に も行 けない」では 「外

国に行 けないばか りか隣の町に も行 けない」 と言え る。

13)程 度性 を有 す る反義対 につ いて は服部(1993,1994abc)で 若 干の議論 を行 っ

たが,さ らに近刊 の拙稿で一般 的に論 じる予定であ る。
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